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が
思
い
出
さ
れ
る
。

シ
ベ
リ
ア
回
顧
録

東
京
都

北

見

輝

夫

一
、
終
戦
時
、
収
容
所
名
、
そ
の
他

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
一
月
新
発
田
十
六
連
隊
入

隊
、
一
週
間
後
、
北
朝
鮮
会
寧
三
部
隊
川
口
隊
、
第
二
重

機
関
銃
。
中
根
小
隊
配
属
、
会
寧
飛
行
場
（
飛
行
機
は
ほ

と
ん
ど
木
製
）
防
空
、
付
近
の
学
校
屋
上
勤
務
、
ソ
連
参

戦
で
陣
地
構
築
、
部
隊
復
帰
。
終
戦
、
工
兵
隊
自
爆
陣
地

構
築
で
派
遣
さ
れ
た
工
兵
隊
の
伍
長
が
言
っ
て
い
た
。

兵
器
集
結
「
図

」。
部
隊
集
結
の
た
め
図

｜
延
吉

ま
で
行
軍
、
お
腹
を
壊
し
、
ふ
ら
ふ
ら
歩
き
落
伍
す
る
人

た
ち
を
、
カ
ン
ボ
ー
イ
が
銃
で
小
突
く
。
途
中
唯
一
の
楽

し
み
は
、
歩
き
な
が
ら
煙
草
の
葉
を
取
り
、
飯

の
中
蓋

に
塩
漬
け
に
し
て
葉
巻
煙
草
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
古

年
兵
が
教
え
て
く
れ
た
。

延
吉
｜
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
ま
で
貨
車
、
こ
こ
か
ら
エ
バ

ロ
ン
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
、
着
い
た
所
が
三
年
半
も
住
む
こ
と

に
な
っ
た
、
三
〇
一
収
容
所
。

二
、
収
容
所
と
主
な
作
業
内
容

三
〇
一
収
容
所
、
伐
採
、
土
木
、
文
化
サ
ー
ク
ル
。

伐
採
、
特
に
寒
中
は
事
故
が
多
く
、
隣
の
三
一
〇
で
は

半
数
以
上
が
事
故
で
、
オ
カ
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
丸
太
切

（
二
人
鋸
）、
斉
藤
鶴
松
君
（
没
）
と
気
が
合
っ
て
よ
く

や
っ
た
。

土
木
、
穴
掘
り
、
こ
れ
が
難
し
く
、
や
る
と
ス
リ
鉢
底

に
な
っ
て
ノ
ル
マ
な
ら
ず
。
修
正
し
て
く
れ
た
の
が
石
塚

一
正
君
（
佐
渡
郡
金
井
町
、
竹
馬
の
友
同
級
生
）、
現
在

も
農
業
で
頑
張
っ
て
い
る
。
彼
に
は
今
で
も
感
謝
し
て
い

る
。大

工
、
こ
れ
は
好
き
だ
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
。
エ
バ

ロ
ン
駅
舎
、
建
築
の
時
、
藤
野
一
正
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
）、

星
野
菊
太
郎
（
宮
大
工
）
両
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
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立
川
正
衛
さ
ん
（
刃
物
研
磨
担
当
の
人
）、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

文
化
サ
ー
ク
ル
、
壁
新
聞
、
新
潮
劇
団
、
飯
島
さ
ん

（
没
）、
木
下
さ
ん
（
没
）、
野
村
先
生
（
没
）、
松
原
さ
ん

（
没
）、
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

三
、
収
容
所
か
ら
ダ
モ
イ
、
日
本
上
陸
ま
で
の
概
況

昭
和
二
十
四
年
一
月
、
エ
バ
ロ
ン
三
〇
一
収
容
所
は
閉

鎖
す
る
こ
と
に
な
り
全
員
五
百
余
名
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
第

六
分
所
に
転
勤
。
こ
こ
で
は
主
に
大
工
作
業
で
、
田
中
康

夫
さ
ん
た
ち
と
合
流
、
約
十
カ
月
。
ナ
ホ
ト
カ
へ
。

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
三
日
、
待
ち
に
待
ち
、
夢
に
も

見
た
ダ
モ
イ
。
日
本
舞
鶴
港
着
。
ソ
連
抑
留
生
活
四
年
三

カ
月
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。
万
歳
。

三
〇
一
会
・
会
員
シ
ベ
リ
ア
回
顧

神
奈
川
県

藤

野

一

正

一
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
徴
集
の
第
一
乙
種
兵
、

仲
間
は
次
々
と
召
集
を
受
け
た
と
い
う
の
に
私
が
赤
紙

（
召
集
令
状
）
を
受
け
取
っ
た
の
は
十
六
年
の
八
月
。

そ
れ
も
地
元
の
高
崎
で
新
潟
県
の
新
発
田
連
隊
で
し

た
。
一
週
間
も
経
ず
玄
界
灘
を
越
え
て
初
め
て
外
国
の

地
を
踏
ん
だ
の
は
朝
鮮
半
島
の
釜
山
港
で
、
そ
れ
か
ら

は
鉄
路
北
に
進
み
、
満
州
国
と
の
国
境
を
流
れ
る
豆
満

江
の
手
前
会
寧
が
終
着
駅
で
し
た
。
陸
軍
七
五
連
隊
第

二
機
関
中
隊
第
二
大
隊
砲
小
隊
に
配
属
さ
れ
猛
訓
練
に

明
け
暮
れ
、
三
年
半
過
ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ
満
期
除
隊
と
、

指
折
り
数
え
て
い
た
ら
と
ん
で
も
な
い
、
部
隊
は
一
部

補
充
員
を
残
し
戦
友
は
勇
躍
激
戦
の
続
く
南
方
戦
線
の

出
動
。
こ
れ
か
ら
生
死
を
共
に
と
誓
っ
た
戦
友
と
一
生

の
別
れ
と
な
っ
た
。
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